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業務の平準化等のタイムマネジメントの工夫や改善を行う。
また、週１回定時退校日を設定するとともに、会議の短縮等
の工夫を行う。

ワークライフバランスの意識を持って、仕事と休養のメリハリ
をつけ、バランス良く働くことを目指そうと努めている。

学校の自己評価は適切である。
いじめ防止に関する取組については、学
校が取り組まれているように学級を安心
できる場所にすることに共感する。継続
して取り組まれることを期待する。

・
・

学校の自己評価は適切である。
不登校対応が組織的に行われていること
が理解できる。今行われているように今
後も細やかに組織的に取り組まれること
をお願いする。

・
・

学校の自己評価は上方修正すべきである。
十分取組はされていると感じた。数値的な超
過勤務削を中心にみると職員の働きがいや、
充実感につながらない場合もあると思う。目
標を先生方の働きがいや充実度で見取りをさ
れてもいいのではないかと考える。
今後は、先生方個人で時間を生み出していた
だけるよう、タイムマネジメントをより強く
意識していただけると有難い。

ペアや小グループで自分の考えを説明したり自分と友達の考えを比
較したりして、自分の考えをより良いものにすることができる生徒。
【目標】　学習アンケート　3.0以上　（4段階評価）

「まとめ」を自分の言葉で記述することで、授業で学習したことを明らか
にすることができる生徒。
【目標】　学習アンケート　3.0以上　（4段階評価）

学力調査における正答率の向上
【目標】　標準スコア前年比アップ
　　（再編のため単純には比べられないが、指標とする）

学級の仲間を認め、協力して生活することができる生徒。
【目標】　生活アンケート　3.0以上　(4段階評価）

学級や学校で自己有用感を感じている生徒。
【目標】　生活アンケート　3.0以上 （4段階評価）

読書の習慣が身に付いている生徒。
【目標】　図書室の年間貸し出し数　１０００冊

地域人材や外部の専門家等を招聘した授業を実施する職員。
【目標】　地域人材や外部の専門家等を招聘　１００人以上

バランスのよい体力向上に繋がっている生徒。
【目標】　新体力テストデータ前年比アップ
　　　　　（再編のため単純には比べられないが、指標とする）

誰とでも仲良くしようとしている生徒。
【目標】　生活アンケート　4.0以上 （4段階評価）

学校給食を残さず食べている生徒。
【目標】　残食率　3.0％以下　（市内平均4.15）

動画やＳＮＳ視聴、ゲーム利用時間が、平日２時間以下の生徒。
【目標】　生活アンケート　3.0以上（4段階評価）

自分の学級は、居心地がいい（安心できる）と感じている生徒。
【目標】　生活アンケート　3.0以上　（4段階評価）

いじめ認知の確実な把握および早期発見・早期対応ができる職員。
【目標】　いじめの改善率　１００％

チーム体制を構築して、不登校対応を行う職員。
【目標】　SCやSSWなどの専門職や外部の社会資源との連携率
　　　　　　　　　　　　　　１００％

担任等を信頼し、安心して相談することができる生徒。
【目標】　生活アンケート 4.0以上（4段階評価）

定時退校日を確実に設定し、超過勤務の時間を減らすように、業務の
平準化や会議の短縮を図る職員。
【目標】超過勤務45時間以上の職員の割合の減少（昨年比）
　　　　　　（再編のため単純には比べられないが、指標とする）

ワークライフバランスを意識し、年休の計画的な取得を行う職員。
【目標】　年休取得日数の増加（昨年比）
　　　　　　（再編のため単純には比べられないが、指標とする）

生徒会活動を中心として、心の居場所づくり、
絆づくりを行っている。
再編により中２・中３でも初対面の生徒や中１
では４小学校から集まってきた生徒たちをまと
めていくため、各学級工夫を凝らしている。

成長期の体を考えて、食育の観点から給食委員会の啓発
活動を行う。

スマホ・ゲームの自己管理等、生徒が自らの健康や安全・
安心の暮らしのために何が必要か考える場面を作る。

学級・学年で、行事や委員会・係活動等を活用して「心の
絆づくり」「居場所づくり」を進める。→心理的安全性の確保

生徒の様相観察やアンケート分析、いじめ防止対策委員
会での報告によって情報共有を徹底し、ケースごとに対応
を進める。

多面的・多角的な観点から、チームを形成して不登校対応
にあたる。

授業の「めあて」を通して、課題を解決するための見通しを持つことが
できる生徒。
【目標】　学習アンケート　3.0以上　（4段階評価）

【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである
　◇　評価について 【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　３：ほぼ達成（７０～９０％）　　　　　　２：もう少し（６０～７０％）　　　　　　　１：できていない（６０％未満）

働
き
方
改
革

教職員が心身共
に健康でやりが
いをもって働くこ
とのできる環境
の整備と生徒と
向き合う時間の
確保

土日の出張が多く、長期休業中に振替を行うた
め、年休取得ができない教員がいる。
授業の入替がスムーズにいかず、年休取得をあ
きらめる職員がいる。
部活動の対外試合が、中体連（総体・新人）以
外にも多くあり、出場のための練習・当日と休
めない職員がいる。

担任まかせにせず、学年・生徒指導主事・補導
主事・管理職など多くの人が関わり解決に向け
て取り組んでいる。
週に1回の生徒指導委員会で必ず共有し、現状
を確認している。

ＳＳＷが常駐しており、またＳＣも２名がそれ
ぞれ週１回来校するため、連携が取りやすく
なっている。

担任との信頼関係は、保護者アンケートからも
読み取れる。
学級通信も多く発行しており、担任の考え等が
生徒に浸透している。

定時退校日を設定し、前黒板にも掲示してお
り、先生方にも浸透してきている。
業務の平準化ができておらず、今後の課題であ
る。

心理的安全性を担保するために、人間関係
構築を中心として、各学年・縦割り等の活
動を取り入れる。

いじめについては、情報共有を生徒指導委
員会のみでなく学年・全校で確認していく
とともに、いじめを生まない学校づくりを
推進する。

・

・

中１ギャップによる新たな不登校生徒を生
まないよう、小学校からの情報を引継ぎ、
その後の見取り等を確実に行う。

全不登校生徒のフェイスシートの作成と週
１回の対策会議を行う。

・

・

働き方改革については、教職員のやりがい
を奪うことのないようにする。そのため
に、学校経営参画意識を高めたり自己裁量
できる部分を増やしていくことで、仕事に
対するやりがいを持たせる。

指標を再考し、時間だけでなく質的な評価
も取り入れる。

・

・

不
登
校
防
止

教育相談の充実
と不登校対策の
機能化

い
じ
め
防
止

いじめの未然防
止と早期発見、
早期対応

「福岡アクション3」の活用や「生活アンケート」の結果をもと
にした教育相談、協働による対応を行う。

重
　
点
　
目
　
標
　
に
　
関
　
す
　
る
　
評
　
価

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 目指す生徒（職員）の姿（成果指標）

豊かな心の育成

健やかな生活が
できる環境づくり

放送読書や図書委員会の活動等をとおして、読書習慣の
定着を図る。

学校の職員だけでは指導することのできない「本物のヒト・
モノ・コト」に触れる場を設定するとともに、キャリア教育の充
実に努める。

基礎的な体力の向上を図るため、体育の授業や部活動で
補強運動や体幹運動を取り入れる。

教育活動を通して、生徒が多面的・多角的に物事を見るこ
とや合意形成、折り合いを付ける力を育てる場面を設定す
る。

・

・

・

・

豊かな心の育成に向けて「美点凝視」の考
え方に基づき、生徒に対する称賛の場を増
やす。

対話活動を全教育活動に取り入れる。

読書活動の質の向上を図るために、生徒の
興味を引くコンテンツの発掘を行う。

図書館の学習センターとしての機能向上を
図る。

学校外の人材を広く招いて、生徒の課題意
識に基づいた総合的な学習の学習を進め
る。

ボランティア活動を推進する。

・

・

・

・

・

・

全教育活動において、自己肯定感の向上に
向けた指導を教師が意識して行うことがで
きるように職員会等で周知する。

体力テストの結果に基づき、保健体育科の
学習等で継続して取り組む内容を決める。

食に関する指導を給食委員会を中心に、年
間を通じて継続して行う。また、保護者と
も協働して食育の推進を行う。

SNSに関わる指導については、専門家の知見
をふまえ、随時様々な機会を設定して進め
る。

（ＮＯ１）

学校教育目標 思いやりの心を持ち、主体的に考え行動する生徒の育成 重点目標 お互いを認め合う生徒の育成

（様式１－１） 大牟田市立御木中学校

評　価　計　画 自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

給食委員を中心とした準備・片付けのスピード
をアップさせたことで、落ち着いて食事ができ
ている。
残食０運動など給食委員会が行っており、生徒
たちも意識している。

情報モラル学習を随時行っている。
家庭で約半数が平日２時間以上行っている。
ゲームの利用は減少し、インターネットや
SNS・動画の視聴が増えている。

結果（成果○と課題△）

重点目標「お互いを認め合う生徒の育成」を掲
示してあり、生徒にも浸透してきている。
学校行事の後には、学級活動で振り替える場を
設定し、成長を確認することができた。（キャ
リアアップファイルの活用）

月1回放送読書を実施し、本の楽しさを伝え
た。
年間990冊を超える本を借りたクラスがある。

総合的な学習の時間で、1年生はヒヤリハット
マップの作成や福祉体験、2年生は職業講話、3
年生では高校説明会と多くの方に来校し、本物
に触れ、思いを聞いた。薬物乱用防止教室や情
報モラル学習などほかにも多くの方に来校して
いただいた。

・

・

・

・

学校の自己評価は適切である。
生徒会活動を大事にされているようで、
とても素晴らしいことである。生徒が考
え、運営していくという社会参画力の育
成にもなるので、今後も継続して取り組
んでいただきたい。
読書もデジタル化されている時代である
が、本を読む、文章を読むということは
豊かな心の醸成や学力の向上にもつなが
ると思うので、今後も継続して取り組ん
でいただきたい。
読書では競争をさせてはいけないとも耳
にするが、小学校の時から、たくさん本
に親しませていきたい。

・
・

・

・

学校の自己評価は適切であるが、一部上
方修正すべきである。
再編による人間関係がどうなるかが一番
心配されたことではないかと思う。その
ような中、仲間づくりに注力されたこと
が御木中学校の立ち上がりがうまくいっ
た要因の一つだと感じる。
動画、SNSに関する項目は十分な取組を
されていると感じた。家庭における姿を
数値目標としても、家庭の中まで入った
指導はできないので、目標の内容を変え
られると学校としての役割が明確になる
と考える。ゲームやSNS等の家庭への啓
発を小中連携しながら取り組んでいきた
い。

・

・

・

・
・

次年度における改善策（案）

学力向上に向け
た授業改善

コメント

良好な人間関係作りのために、SVSSWによる研
修を年間を通して行っている。
学級担任一人ではなく、学年・学校全体で安
心・安全な学級づくりに寄与している。

授業の導入において、見通しをもって学習に取り組ませる
ために、既習事項や日常の経験をもとにした予想や仮説を
出し合う活動を設定する。

授業の展開において、自分の考えをつくる時間を確保した
うえで、課題解決に必要な資料を準備し、ICT等を活用し、
生徒同士が互いの考えを交流させ、考えを深める対話活
動を設定する。

学校の自己評価は適切である。
授業の質を高めることが、子供たちの資
質能力の高まりとなり、将来活きて働く
力へとつながると思う。そのためにも取
り組まれている「めあて」という課題を
生徒自身が意識した授業を今後も継続さ
れることを期待する。
ペアや小グループにおける交流は生徒の
アウトプットを促すことになり、汎用的
な知識・技能につながると思う。今後も
取組の継続を期待する。
話合いや交流では、何について話し合う
かの視点が大事である。

・
・

・

・

「めあて」の提示により生徒が見通しを
もって、授業に取り組んだ。
職員室では教材研究・導入の工夫を行う
雰囲気が醸成されている。

協働的な学びを推進した結果、友だちの
考えを付加し、自分の考えをより良いも
のにしていた。
話し合い活動が目的化している時が見ら
れた。

振り返りの推進もしており、まとめを行う機会
が増えている。
「まとめ」の書き方ついて工夫が見られるよう
になってきた。（書き出しは「めあて」で…な
ど）

向上ではなかったが、横ばい状態であ
る。

授業の終末において、1時間の学習内容を振り返りながら
学習の成果や課題を出し合う活動を設定する。

学力向上プランを定期的に見直し、学力の向上を図る。

学級活動や学校行事等において、相手意識を持つように
するため、相手の良さを認め合い協力し合う仲間作りのた
めの場面の設定や自己決定のある活動の設定、活動の工
夫をする。

良好な人間関係を育むため、体験活動の工夫や教育相談
の充実、交流の場面の設定し、居場所のある支持的学級
経営を行う。

再編により切磋琢磨する相手が増え、部
活動などで運動する機会が増えている。
部活動では、短い時間を工夫して、体幹
運動等を取り入れている。

再編により、自分に合う生徒が増えた。
仲間づくりを積極的に行っている。
SNSでのトラブル等、教員には見えにくいもの
が増えてきている。

生徒が１時間の授業で学んだことを確認す
るために、振り返りやまとめの持ち方を充
実させる。

成果指標と取組指標の両方から評価を行う
よう再考する。

個に応じた指導を充実させて標準スコアが
前年よりも上昇した生徒の割合を指標にす
るなど指標の再考を行う。

大牟田市教育委員会研究指定校として、研
究のシステムを再考し、個々の教師の力量
が高まる授業研究のありかたを協議しなが
ら取り組む。
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（様式１－２）
令和７年度　学校評価報告書

情報提供

HP等を活用した情報発信

①専用アプリを活用した教育活動の定期的発信（随
時）
②Mボードの記事更新（年間１５０回以上）

Ａ

保護者との協働
地域連携
小中連携

学校の自己評価は適切である。
充実した研修が指導力向上の一つになると思われるの
で、研修の充実を継続してお願いする。また、小中で
連携した取組ができるとありがたい。
研究推進委員会を週１回実施できているところが素晴
らしい。

・
・

・

随時、行事の反省を行い、職員・生徒の意見等を集約し、計
画の見直しを行った。
教務手帳による授業時数管理を行った。だが、質的管理には
至っていない。

研究推進委員会を週に１回行い、指導方法の検討を繰り返し
行った。
校外研修に年に２回以上参加し、知見を深めることができ
た。

大牟田市立御木中学校（ＮＯ．２）

評　価　計　画 自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

次年度における改善策（案）

教育課程
学習指導

教育課程の適正な編成・実施・管理

①行事等の反省（随時）と年間計画の見直し（３回）
①教務手帳による授業時数管理（随時）

Ａ

・

・

・

管理職による教室訪問の回数を増やし、授業の質の向上を図
る。
授業研究のあり方を改め、ユニットごとに、研鑽の機会を設
定して教員どうしの対話の場を増やす。
小学校の授業を参観しに行く機会を増やす。

総
　
　
　
　
　
括
　
　
　
　
　
的
　
　
　
　
　
評
　
　
　
　
　
価

領　域 評価の観点 評価指標（①取組指標または②成果指標） 結果（成果○と課題△） コメント

教師の指導力向上と研鑽の充実

①指導方法検討会の実施（年間１０回以上）
②全職員の年間２回以上の校外研修（１００％）

・

・

新たに不登校に特化した教育相談部会を週時程の中に組み入
れ、情報共有と対策を協議する場を設定する。
ＳＣやＳＳＷ、関係機関職員などの専門職による研修機会を
増やす。専門職や専門機関との連携を生かし

た指導の推進

①SCやSSＷを交えた生徒指導協議（週１回）
①民生委員、保護司等との協議（年３回）

・

・

教育相談を担任に限定せず、生徒の希望で自分の話しやすい
先生に相談できるようにする。
Ⅰ期に学年懇談会を開き、キャリア教育の視点から、保護者
に向けた進路実現に向けた啓発活動を行う。

組織的・計画的な進路指導
①教育相談の実施（年３回）
②３年生生徒の進路実現（１００％）

進路指導

生徒指導

問題行動やいじめ・不登校に対する
組織的対応

①生徒指導部会の開催（週１回）
①諸アンケート実施による早期発見・早期対応（毎
月）

Ａ

キャリア教育の推進
①キャリアパスポートの活用（随時）
②啓発的体験活動の実施（年３回以上）

Ａ

キャリアパスポートを行事後に必ず追加し、成長を感じさせ
ることができた。
啓発的体験活動を各学年ごとに年１回以上は実施できた。

定期的に、教育相談を実施することができた。
進路実現は１００％には至らなかったが、９０％以上の生徒
が進路実現することができた。

生徒指導部会を必ず週１回行い、各学年の状況を共有でき
た。
諸アンケート実施により、早期発見・早期対応ができた。
SCやSSＷから専門的知見に基って助言を得ながら取り組むこ
とができた。
民生委員・保護司との実務連携が不十分である。

・
・

学校の自己評価は適切である。
中学校では進路の実現という現実があるため大変かと
思う。現在も生徒に寄り添いながら進めていただいて
いるので、今後も継続してお願いする。

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
生徒指導に関する問題は、複雑化してきている中、丁
寧に対応されている。
アンケートで個人の思いに寄り添ったり、結果を数値
で見たりすることは大切だと思う。

・

・

「自分の安全は自分で守る」という意識を高めるために、引
き続き、避難訓練・防犯教室・救命講習などに取り組む。
令和７年度に作成したヒヤリハットマップを活用して安全啓
発活動を進める。

日常的な安全確保
①日常的な授業、登下校等の安全指導（毎日）
①施設設備の安全管理（全職員での定期点検月１回）

安全管理

計画的な安全教育

①避難訓練、防犯教室、救命講習の実施（年１回）
②重篤な交通事故（０件）

Ａ

・

・

夏休み前に、保護者と生徒がともに、性について学ぶ場を設
定する。
健康保持や安全管理に向けた具体的な行動がとれるように、
ロールプレイなどの活動を取り入れる。

生徒の健康管理能力の育成
①保健委員会による保健管理活動の実施（毎日）
②保健委員会による啓発行事（年３回）

保健管理

健康教育の充実

①食育、薬物乱用防止教育、SNS指導の実施（年３回）
②喫煙や薬物乱用による補導の減少（昨年比）

Ａ

①は特に、SNS指導を何度も繰り返し実施した。
喫煙や薬物乱用による補導は、昨年度にくらべ、かなり減少
した。

毎日、各学級の保健委員による保健管理活動を実施できた。
各学年でエイズ学習等の啓発行事を行うことができた。

避難訓練・防犯教室・救命講習をそれぞれ１回実施し、意識
が高まった。
重篤な交通事故は０件であったが、ヒヤリハット案件は多く
発生したため、指導を繰り返し行った。

日常的にデジカメを持ち歩き、危険個所がないか見回った。
安全点検は毎月初旬（基本１日）に実施できた。

・
・

学校の自己評価は適切である。
SNS指導は学校だけでは限界があると思う。今後はPTA
との連携のあり方も検討していく必要があると感じて
いる。

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
重篤な事案が無かったことは、とてもありがたいこと
である。学校の取組の徹底と工夫がなされているから
だと感じる。
日常的にデジカメを持ち歩くことは、記録に残す観点
からも大事である。

・

・

適宜、個別の支援計画を更新し、全職員で共有することで、
生徒の変化を見取る仕組みを構築する。
特別支援教育コーディネーターの機能を強化し、特別支援教
育に関わる職員間の情報共有を充実させる。

校内特別支援教育の体制づくり

①特別支援教育担当者会の開催（年３回）
①支援員へのヒアリング（年１５回）

特別支援教育

生徒の正しい理解と個に応じた支援

①特別支援教育に関わる研修の実施や参加（年４回）
①支援計画等の作成と更新（該当者全員）

Ａ

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
学校教育活動において、特別支援教育の視点ははずせ
ないと考える。小中連携の充実を図っていきたい。
左記の取組が、子どもたの成果にどのようにつながっ
た分析が欲しい。

延べ回数であるが、特別支援教育に関わる研修へ５回以上参
加することができた。
支援計画を作成し、個別の指導に活かすことができた。

定期的に特別支援教育支援員と情報共有を行い、連携して対
応することができた。
特別支援教育に関わる学校全体としての情報共有が不十分で
ある。

・

・

・

重点目標達成に向けた諸会議の機能の充実を図るため、管理
職による各主任等へのヒアリングを定期的に実施する。
学校ポータルの活用により校務のＤＸ化を進め、情報の共有
を図る。
ＩＣＴ等を活用して諸会議での決定事項や協議事項が、全職
員に徹底できる仕組みを構築する。

校務分掌の機能状況

①校務分掌の業務内容定期見直し（年３回）
②重点目標に係る参画意識の高揚（ア３．０以上）

組織運営

校務運営の円滑化・効率化

①諸会議時間の短縮化、効率化（５０分以内）
①電子データによる資料の配付（随時）

Ａ

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
資料のデータ化や校務分掌の見直しなど、効率的・効
果的に組織運営されていることがよく分かる。
運営委員会など、持ち時間申告制など効果には出てい
ないが面白い取組を実践していると感じた。

一元化までは至らなかったが、電子データによる職員会議の
資料の配布を導入することができた。
運営委員会では、５０分以内に終わることが難しいことが多
かった。

学期末に各分掌で取組内容の見直しを行い、教育指導計画も
夏休みを活用し精査した。
目標達成に向けた合言葉は浸透したが、重点目標達成への意
識の向上が不十分である。

教育目標
学校評価

教育目標・重点目標

①地域課題や生徒の実態を基にした目標設定
②重点目標達成への実践意識の向上（ア３．０以上）

Ａ

・
・

学校の自己評価は適切である。
目標達成のためには、そのことを意識した取組を地道
に続けることが大切であるが、そのことができるよう
に「ＭＡＰ」というスローガンを掲げられてのは素晴
らしいと感じた。

・

・

・

直接、学力向上につながる授業改善に向けた校内研修内容の
見直しを行う。
教師どうしの対話活動を取り入れた校内研修の在り方の改善
を行う。
計画的な一般研修を推進するために細かな研修計画を立案す
る。

一般研修の推進
①計画的な校内研修の実施（年６回）
②教師のアップグレード意識の向上（ア３．０以上）

研　　修

主題研究の推進

①全員１回の授業公開と年２回の代表授業公開
②生徒の学力向上（標準スコアアップ　前年比）

Ａ

・
・

学校の自己評価は適切である。
研修は教師の指導力を高めることになり、生徒の学力
に直結するので、今後も継続をお願いする。

代表授業以外にも、多くの先生方が授業を公開することがで
きた。
標準スコア向上には至らなかったが、無回答率が低下した。

計画的に校内研修を実施し、内容についても職員のニーズに
応えることができた。

学校関係者評価委員会を２回実施し、学校外の方からの貴重
なご意見をもとに、学校経営の改善を進めることができた。
各種アンケートを確実に実施したが、職員へのフィードバッ
クが十分ではない。

・・
・

・

学校の自己評価は適切である。
中学校からのいろいろな発信をいつも楽しみにしてい
る。
重要な情報を見逃されないように、タイトル等の工夫
が必要である。

ホームページや専用アプリを活用したデジタルによる情報発
信と、まちづくり協議会等でのアナログな情報発信とのハイ
ブリッドでの学校の教育活動理解への啓発活動を進める。

学校だより、学年・学級だよりの発
行

①定期的な配布物を活用した教育活動の発信（随時）
②毎月の学校だより発行と地域への発信（１２か月）

目標達成に向けた合言葉を１年間伝え続けたことで、今では
生徒にも浸透し、生徒会のスローガン、修学旅行のスローガ
ンなど、様々なところで使われ、目標を共有することができ
た。

・

・

・

令和９年度の学校再編を見据えて、小中連携に関わる諸会議
には、再編対象である白川小学校からも参加するようにす
る。
令和８年度より、白川小学校区のまちづくり協議会にも参加
し、次年度以降の活動につなげることができるようにする。
地域行事の周知をすすめ、生徒のボランティアへの参加等を
促す。異校種との交流・連携の推進

①小中連携推進会議、研修会等の実施（年５回）
②中１ギャップの減少（昨年比）

開かれた学校づくり

①学校行事、授業参観等を通した学校開放（年５回）
②まち協、地域行事へ参加や交流（年５０回）

Ａ

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
中学校区に小学校が４校もある中、各小学校区へも中
学校の職員が顔を出されてあったことが、小中連携の
取組を進めるうえで大切だと感じた。
今後も小中連携して情報共有ができるとありがたい。

・

・

今年度に引き続き、職員や生徒、保護者にも分かりやすい言
葉で目標の周知や考え方について共有を図る。
令和９年度の学校再編を見据えて、学校関係者評価委員会や
学校運営協議会等との関連について整理する。

学校評価と改善

①各種アンケートに基づいた学校評価の実施（年３
回）
①学校関係者評価委員会の実施（年２回以上）

専用アプリを用いた通信発行など、教育活動の発信を行うこ
とができた。
Mボードの記事は300近くにのぼり、保護者・地域の方々も閲
覧していただいおり、地域への情報発信を行うことができ
た。
学校だより、学年通信、学級通信を随時発行し、学校の教育
活動の発信を行うことができた。

まちづくり協議会・小学校の運動会等への参加により、職員
の顔を覚えていただき、声をかけていただくことが増えた。
生徒数増加に伴い学校行事等への保護者の参加方法を検討し
ていく必要がある。

小中連携研修会を行ったことで、小学校の職員やその考え
方、各小学校の現状等について知ることができた。
中1ギャップでの不登校減少の一助として、事前に校舎案内
等を個別に行ったことが考えられる。

◇　評価について ・【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　　３：ほぼ達成（７０％～９０％）　　　　　２：もう少し（６０％～７０％）　　　　　１：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである

・

・

・

生徒の活躍を周知する掲示については、引き続き行う。ま
た、スポーツ競技等の学校記録を掲示し、目標とすることが
できるよにする。
生徒が作成した掲示物をより充実させていくことができるよ
うに支援を行う。
定期的に生徒会活動を中心にボランティア清掃を行う。教育環境の充実

①よさを認める、ほめて伸ばす生徒作品展示（随時）
②教室環境の整備（毎日）

教育環境整備

校内環境の整備

①掲示物の整備（毎日）
②定期的な除草（年４回）

Ａ

・
・

・

学校の自己評価は適切である。
生徒の活躍が校内で掲示されているので、生徒のモチ
ベーションも高まると思う。今後も継続されることを
期待する。
校内の掲示や清掃が行き届いていると感じた。人が環
境をつくり、環境が人をつくる。整った環境は生徒の
心を落ち着かせる。

掲示物は、生徒の作品など随時入れ替えながら掲示され、生
徒たちの校内環境整備の意識向上に役に立った。
定期的に除草作業を業者に行っていただき、校内整備がなさ
れた。

教科での作品が展示され、生徒たちも足を止め、よさを認め
合っていた。
多くの教室できれいに整理整頓され、学習環境を整えること
ができた。
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